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要　　旨

　近年の幼児の食に対する意識や行動，態度に関わる研究動向は，保護者評価が中心

として展開されている。しかし，幼児でも容易に回答可能な野菜や果物の生長認識ク

イズを用いることで，幼児の食を巡る態度や能力を育む背景をより明確に把握するこ

とが可能であると考える。本研究は幼児自身の回答によって得られた野菜生長認識と

保護者評価による幼児及び保護者自身の食に関わる態度との関連性を検討することに

よって，幼児への保護者の影響性を実証的に明らかにし，今後の保育現場での食育活

動の視点を考察することを目的とした。その結果，幼児の野菜生長認識は幼児自身の

「食への興味・関心」と保護者の「食に関わる態度」に関連性が認められた。また，

特に，幼児の「食への興味・関心」と保護者の「食に関わる態度」や，幼児の「食に

関わる態度」と保護者の「子どもに対する食教育の推進」の関連性が明らかになっ

た。このことから，今後の保育現場での食育活動を考える際には，目的に沿った食育

活動によって得られる効果を踏まえ，幼児のみの食育活動の展開に留まるのではな

く，幼児と保護者が共に食育活動に参加し，双方の食に対する態度の向上につなげる

必要性が示唆された。
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Ⅰ　はじめに

　2005年に「食育基本法」１）が施行されて以来，国を挙げての食育推進２）が行われ，特に幼児

期における食育の重要性が謳われるようになった。以前は，幼児期の食育は主に家庭で育ま

れ，保育現場においても，生活の中での食との関わりとして取り組んでいた。しかし，食事情

の急速な変容に伴い３），主に家庭だけでの食育は困難となり，保育現場と連携しながら進めて
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いかなければならないのが現状である。幼児の食は保護者に依存しているため，保護者の食へ

の考えや態度が直接幼児の食に影響することは言うまでもない。今後，幼児の食育の目標であ

る「食を営む力」の基礎を培うためには，保育現場と家庭と連携を充分に行うことが不可欠で

あるといってもよい４）５）。

　幼児の食への興味・関心や食意識や行動，態度に関わる研究動向は，保護者評価が中心とし

て展開されている。こうした調査方法の背景には，幼児期の自記式質問紙による回答が困難で

あること，インタビュー調査においても回答結果の信憑性に課題が存在する等，発達段階の問

題が存在するためである。筆者らは，幼児でも容易に回答可能な野菜や果物の生長認識クイ

ズ６）を用い，親子の正解得点に関連性があることを明らかにした７）。しかしながら，幼児の

野菜生長認識を高める家庭状況の背景については検討していない。幼児の野菜の生長認識の高

低は，当然，保護者の養育姿勢や生活環境要因の関与が想定される。筆者らの問題意識は，こ

れまでの保護者評価間による関連性の検討ではなく，幼児自身から得られたデータと保護者

データの関連にある。つまり，幼児自身の回答と保護者評価による幼児と保護者の食に関わる

家庭状況が関連したとき，幼児の食を巡る態度や能力を育む背景をより明確に把握することが

可能であると考える。

　そこで，本研究は，幼児自身の回答によって得られた野菜生長認識と，幼児及び保護者の

「食に関わる態度」尺度を用い，それらの関連性について分析を行い，保護者の影響性を実証

的に明らかにするとともに，今後の保育現場における食育活動の視点を考察することを目的と

する。

Ⅱ　方法

１．調査対象

　兵庫県下公立幼稚園６園に通う園児（４・５歳児），計392名とその保護者を対象とした。

２．調査期間と調査方法

　2008年５月中旬～６月上旬にかけて保護者を対象に質問紙調査を実施した。幼稚園担任教諭

を通して，質問紙の配布回収を行なった。有効回答率は96％であった。

３．調査内容

（1）　野菜生長クイズ

　幼児の野菜生長認識度の把握は，近畿農政局　消費・安全部消費生活科食育担当『野菜ので

きかたクイズ』（10問３択：さつま芋，南瓜，茄子，ブロッコリー，里芋，苺，大根，白菜，

落花生，とうもろこし）を用い，保護者から幼児に図案を提示し，インタビューによって回答

を求めた８）。なお，家庭でのインタビューについては，保護者と幼児が１対１になり図案を幼

児に見せ，クイズ形式で回答を求めた。
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（2）　幼児及び保護者の態度尺度の作成

　１）幼児の食にかかわる態度尺度の分析

　まず，幼児の食に関わる態度を尺度化するために，保護者392名に質問を行い（「非常に当て

はまる」を５点～「全く当てはまらない」１点），それを得点化し，得点を基に因子分析を行っ

た。

　因子分析を行う前段階として，幼児の食に関わる態度30項目の平均値，標準偏差を算出し，

天井効果およびフロア効果が著しく見られた６項目を以降の分析から除外した。次に残りの23

項目に対して主因子法による因子分析を行ったところ，4因子構造が妥当であると考えられた。

そこで，再度４因子を仮定して主因子法・Promax 回転による因子分析を行った。その結果，

因子負荷量の減衰状態や因子の解釈可能性を考慮に入れながら，妥当でないと判断した９項目

図１　野菜生長クイズ図版　（例　さつまいも）

せいかいはどれでしょう。絵をクリックしてね。

「さつまいも」はどんなふうにできるのかな？？

　
ぼくたちは、ナスと同じように木にぶら
下がっているよ。大きな木にはたくさん
ぶら下がっていて、太って食べごろに
なると、ボトンと土の上におちるんだ。

　
ちがうのよ。わたしたちは、土の中で大
きくなるんだよ。根っこにえいようをたく
わえて太くなってできるんだ。

　
いやいや、ツルが木やボウにまきつい
て、そこからぶら下がるんだ。デコボコ
しているのは、木やボウにぶつかるか
らなんだ。

項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性

　日頃の生活の中で、野菜に興味・関心を持っている 0.80 -0.03 -0.03 0.00 0.65

  健康と食べ物の関係に関心をもっている 0.76 -0.01 0.03 0.03 0.59

　食材に関わる人や、料理をする人に関心を持っている 0.66 0.02 -0.02 -0.02 0.43

　食事中に子供から食べ物と体の関係についての質問がある 0.62 -0.07 -0.05 0.07 0.42

　知らない野菜があると名前を尋ねる 0.61 0.04 0.08 -0.03 0.36

　食事の準備や片付けに参加したがる 0.41 0.13 -0.06 -0.01 0.25

　友だちと一緒に食事を楽しむ -0.15 0.85 -0.01 0.09 0.67

　家族以外の人と一緒に食事を楽しむ -0.03 0.81 0.02 -0.04 0.61

　家族と一緒に食事を楽しむ 0.18 0.56 -0.09 0.00 0.48

　食事中に会話を楽しむ 0.19 0.53 0.07 -0.07 0.36

　食事に遊んだり、立ったり、集中できない 0.00 0.03 0.75 -0.05 0.59

　食事の時の姿勢が悪い 0.00 -0.02 0.71 0.05 0.48

  食べものを大切にし，残さず食べようとする -0.04 -0.01 -0.06 0.79 0.62

　食べ慣れないものや・嫌いでも少しずつ食べようとする 0.14 0.02 0.08 0.68 0.56

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ ― 0.45 -0.31 0.59

Ⅱ ― -0.24 0.34

Ⅲ ― -0.45

Ⅳ ―

因子寄与 4.30 1.29 0.99 0.50

寄与率 30.69 9.18 7.01 3.56
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を分析から除外し，再度，主因子法・Promax 回転による因子分析を行った。Promax 回転

後の最終的な因子パターンと因子間相関を表１に示す。

　抽出させた４つの因子については，次のように命名した。

　第１因子は，６項目で構成されており，野菜や食べ物と体，食材や料理といった「食」に対

しての興味・関心についての項目が高く負荷していることから，「食への興味・関心」因子と

命名した。

　第２因子は，４項目で構成されており食事を楽しむ項目が高く負荷していることから，「共

食歓楽」因子と命名した。

　第３因子は，２項目で構成されており食事中の注意力が欠ける事柄の項目が高く負荷してい

ることから，「食事時の注意散漫」因子と命名した。

　第４因子は，２項目で構成されており積極的に食事に取り組む行動の項目が高く負荷してい

ることから，「積極的摂取行動」因子と命名した。

　２）下位尺度間の関連

　幼児の食に関わる態度尺度の４つの下位尺度（食への興味・関心，共食歓楽，食事時の注意

散漫，積極的摂取行動）に相当する項目の合計得点を算出し，それぞれの下位尺度得点とし

た。内的整合性を検討するために，下位尺度のα係数を算出したところ，食への興味・関心因

子（α＝0.817），共食歓楽因子（α＝0.793），食事時の注意散漫因子（α＝0.698），積極的摂

取行動因子（α＝0.793）を採択した

　幼児の食に関わる態度の下位尺度間相関について，４つの下位尺度は互いに有意な相関を示

した。（表２）

　３）保護者の食にかかわる態度尺度の分析

　前項と同様に，保護者の食に関わる態度を尺度化するために，保護者392名に質問を行い，

それを得点化し，得点を基に因子分析を行った。

　因子分析を行う前段階として，保護者の食に関わる態度40項目の平均値，標準偏差を算出

し，天井効果およびフロア効果が著しく見られた11項目を以降の分析から除外した。次に残り

の29項目に対して主因子法による因子分析を行ところ，５因子構造が妥当であると考えられ

た。そこで，再度4因子を仮定して主因子法・Promax 回転による因子分析を行った。その結

果，因子負荷量の減衰状態や因子の解釈可能性を考慮に入れながら，妥当でないと判断した６

表２　幼児の食に関わる態度尺度の下位尺度間相関

平均得点 ＳＤ α係数

食への興味関心 0.40 *** -0.24 *** 0.50 *** 21.23 4.60 0.82

共食歓楽 -0.19 *** 0.29 *** 16.64 2.73 0.79

食事時の注意散漫 -0.32 *** 5.45 1.94 0.70

積極的摂取行動 6.80 2.07 0.79
***：ｐ＜0.001

―

―

―
―

食への興味関心 共食歓楽 食事時の注意散漫 積極的摂取行動

項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 共通性

　食事を通じて家族の絆を深めたい 0.84 0.11 -0.15 -0.03 0.08 0.73

　食卓は，集まる人の心が癒される場である 0.84 -0.02 0.02 0.01 -0.07 0.67

　食事の時間を大切にしたい 0.82 0.00 0.03 -0.06 0.05 0.69

　食卓は子どもの心を育てる場だと考える 0.63 -0.08 0.22 0.10 -0.04 0.58

　食事時に子どもと会話がはずむように心がけている 0.36 0.10 0.14 0.05 0.05 0.34

　料理をするのは楽しい 0.06 0.93 -0.11 -0.16 0.00 0.66

　料理をすることに自信がある 0.04 0.88 -0.07 -0.03 -0.14 0.58

　子どもの誕生日には腕によりをかけて料理をしたい 0.04 0.65 -0.07 0.08 0.04 0.49

　旬の食材を使いで季節感を楽しむ -0.02 0.51 0.13 0.05 0.12 0.51

　季節の行事・節句を食事に取り入れている -0.15 0.48 0.13 0.28 -0.03 0.47

　我が家の味というものを大切にしたい 0.27 0.41 0.06 0.11 -0.04 0.46

　子どもと一緒に買物に行くことは、多くの学習機会であり有効だ 0.13 -0.06 0.62 -0.02 -0.11 0.34

　子どもと一緒に料理する -0.16 0.29 0.61 -0.14 -0.02 0.45

　食事づくりや準備に子どもを参加させることは必要 0.00 -0.05 0.60 0.01 -0.04 0.23

　子どもに「いただきます・ご馳走様」の意味を伝える 0.18 0.00 0.48 -0.04 0.00 0.33

　子どもに食品の栄養価について話す 0.04 -0.08 0.45 0.09 0.08 0.28

　子どもによくかんで食べるように促す 0.05 -0.14 0.44 0.06 0.05 0.21

　子どもに色々な食材にふれさせている -0.09 0.25 0.44 -0.09 0.15 0.43

　食事に器は大切 0.07 -0.05 0.04 0.83 -0.11 0.65

　おいしさには料理の盛り付けや彩りなどは影響する -0.03 -0.01 -0.08 0.83 0.08 0.66

　食卓が楽しくなるような料理の盛り付けなどは影響する -0.02 0.26 0.07 0.37 0.19 0.55

　子どもの嫌いな食材は調理を工夫する 0.00 -0.06 -0.06 0.05 0.86 0.68

　子どもの好き嫌いを減らすように工夫する 0.04 0.00 0.04 -0.08 0.84 0.71

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

Ⅰ ― 0.47 0.52 0.55 0.47

Ⅱ ― 0.66 0.56 0.66

Ⅲ ― 0.57 0.62

Ⅳ ― 0.62

Ⅴ ―
因子寄与 7.98 1.55 0.87 0.76 0.58

寄与率 34.67 6.74 3.79 3.32 2.52

平均得点 ＳＤ α係数

家族の団欒尊重 0.52 *** 0.51 *** 0.53 *** 0.46 *** 20.90 2.99 0.86

家族の食への配慮 0.59 *** 0.59 *** 0.55 *** 23.20 4.05 0.85

子どもに対する食教育推進 0.50 *** 0.50 *** 27.11 3.90 0.74

食事提供の工夫 0.44 *** 11.68 2.08 0.79

子どもの偏食に対する工夫 7.87 1.47 0.81

家族の団欒尊重 家族の食への配慮
子どもに対する
食教育推進

食事提供の工夫

―

―

―

***：ｐ＜0.001

子どもの偏食に
対する工夫

―
―

表 2  幼児の食に関わる態度尺度の下位尺度間相関 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 保護者の食に関わる態度尺度の因子分析結果（Ｐｒｏｍａｘ回転後の因子パターン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4  保護者の食に関わる態度尺度の下位尺度間相関 
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項目を分析から除外し，再度，主因子法・Promax 回転による因子分析を行った。Promax 回

転後の最終的な因子パターンと因子間相関を表３に示す。

　抽出させた５つの因子については，次のように命名した。

　第１因子は，５項目で構成されており，食事や食卓を尊重し，家族との関わりを大切にして

いる項目が高く負荷していることから，「家族の団欒尊重」因子と命名した。

　第２因子は，６項目で構成されており自ら食を楽しみ，家族への食を考え提供する意識項目

が高く負荷していることから，「家族の食への配慮」因子と命名した。

　第３因子は，７項目で構成されており子どもへの食教育のための行動の項目が高く負荷して

いることから，「子どもに対する食教育推進」因子と命名した。

　第４因子は，３項目で構成されており食卓の見た目や工夫の配慮の項目が高く負荷している

ことから，「食事提供の工夫」因子と命名した。

　第５因子は，２項目で構成されておりわが子の偏食を軽減の工夫の項目が高く負荷している

ことから，「子どもの偏食に対する工夫」因子と命名した。

　４）下位尺度間の関連

　保護者の食に関わる態度尺度の５つの下位尺度（家族の団欒尊重・家族の食への配慮・子ど

もに対する食教育推進・食事提供の工夫・子どもの偏食に対する工夫）に相当する項目の合計

得点を算出し，それぞれの下位尺度得点とした。内的整合性を検討するために，下位尺度のα

表３　保護者の食に関わる態度尺度の因子分析結果（Promax 回転後の因子パターン）

平均得点 ＳＤ α係数

食への興味関心 0.40 *** -0.24 *** 0.50 *** 21.23 4.60 0.82

共食歓楽 -0.19 *** 0.29 *** 16.64 2.73 0.79

食事時の注意散漫 -0.32 *** 5.45 1.94 0.70

積極的摂取行動 6.80 2.07 0.79
***：ｐ＜0.001

―

―

―
―

食への興味関心 共食歓楽 食事時の注意散漫 積極的摂取行動

項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 共通性

　食事を通じて家族の絆を深めたい 0.84 0.11 -0.15 -0.03 0.08 0.73

　食卓は，集まる人の心が癒される場である 0.84 -0.02 0.02 0.01 -0.07 0.67

　食事の時間を大切にしたい 0.82 0.00 0.03 -0.06 0.05 0.69

　食卓は子どもの心を育てる場だと考える 0.63 -0.08 0.22 0.10 -0.04 0.58

　食事時に子どもと会話がはずむように心がけている 0.36 0.10 0.14 0.05 0.05 0.34

　料理をするのは楽しい 0.06 0.93 -0.11 -0.16 0.00 0.66

　料理をすることに自信がある 0.04 0.88 -0.07 -0.03 -0.14 0.58

　子どもの誕生日には腕によりをかけて料理をしたい 0.04 0.65 -0.07 0.08 0.04 0.49

　旬の食材を使いで季節感を楽しむ -0.02 0.51 0.13 0.05 0.12 0.51

　季節の行事・節句を食事に取り入れている -0.15 0.48 0.13 0.28 -0.03 0.47

　我が家の味というものを大切にしたい 0.27 0.41 0.06 0.11 -0.04 0.46

　子どもと一緒に買物に行くことは、多くの学習機会であり有効だ 0.13 -0.06 0.62 -0.02 -0.11 0.34

　子どもと一緒に料理する -0.16 0.29 0.61 -0.14 -0.02 0.45

　食事づくりや準備に子どもを参加させることは必要 0.00 -0.05 0.60 0.01 -0.04 0.23

　子どもに「いただきます・ご馳走様」の意味を伝える 0.18 0.00 0.48 -0.04 0.00 0.33

　子どもに食品の栄養価について話す 0.04 -0.08 0.45 0.09 0.08 0.28

　子どもによくかんで食べるように促す 0.05 -0.14 0.44 0.06 0.05 0.21

　子どもに色々な食材にふれさせている -0.09 0.25 0.44 -0.09 0.15 0.43

　食事に器は大切 0.07 -0.05 0.04 0.83 -0.11 0.65

　おいしさには料理の盛り付けや彩りなどは影響する -0.03 -0.01 -0.08 0.83 0.08 0.66

　食卓が楽しくなるような料理の盛り付けなどは影響する -0.02 0.26 0.07 0.37 0.19 0.55

　子どもの嫌いな食材は調理を工夫する 0.00 -0.06 -0.06 0.05 0.86 0.68

　子どもの好き嫌いを減らすように工夫する 0.04 0.00 0.04 -0.08 0.84 0.71

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

Ⅰ ― 0.47 0.52 0.55 0.47

Ⅱ ― 0.66 0.56 0.66

Ⅲ ― 0.57 0.62

Ⅳ ― 0.62

Ⅴ ―
因子寄与 7.98 1.55 0.87 0.76 0.58

寄与率 34.67 6.74 3.79 3.32 2.52

平均得点 ＳＤ α係数

家族の団欒尊重 0.52 *** 0.51 *** 0.53 *** 0.46 *** 20.90 2.99 0.86

家族の食への配慮 0.59 *** 0.59 *** 0.55 *** 23.20 4.05 0.85

子どもに対する食教育推進 0.50 *** 0.50 *** 27.11 3.90 0.74

食事提供の工夫 0.44 *** 11.68 2.08 0.79

子どもの偏食に対する工夫 7.87 1.47 0.81

家族の団欒尊重 家族の食への配慮
子どもに対する
食教育推進

食事提供の工夫

―

―

―

***：ｐ＜0.001

子どもの偏食に
対する工夫

―
―

表 2  幼児の食に関わる態度尺度の下位尺度間相関 
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係数を算出したところ，家族の団欒尊重因子（α＝0.860），家族の食への配慮因子（α＝

0.845），子どもに対する食教育推進因子（α＝0.741），食事提供の工夫因子（α＝0.786），子

どもの偏食に対する工夫因子（α＝0.811）を採択した

　保護者の食に関わる態度の下位尺度間相関について，５つの下位尺度は互いに有意な相関を

示した。（表４）

４．分析の手続き

　幼児が回答した野菜生長認識クイズ10問について，正解を加算集計（以下，正答得点とす

る）した（図２）。幼児及び保護者の食にかかわる態度尺度の質問項目は５件法で回答を求め，

「非常に当てはまる」を５点～「全く当てはまらない」１点として得点化し，幼児，保護者の

下位尺度別に加算集計を行い分析に用いた。

　正答得点と幼児及び保護者の食にかかわる態度尺度の下位尺度別の関連性を検討するため 

Pearson の積率相関係数を算出した。次に，幼児と保護者の関連性を検討するために，幼児

及び保護者の食にかかわる態度尺度の下位尺度別に Pearson の積率相関係数を算出した。

　なお，性別については有意差が認められなかった為，すべてのデータを合算して分析を行っ

た。

表４　保護者の食に関わる態度尺度の下位尺度間相関

平均得点 ＳＤ α係数

食への興味関心 0.40 *** -0.24 *** 0.50 *** 21.23 4.60 0.82

共食歓楽 -0.19 *** 0.29 *** 16.64 2.73 0.79

食事時の注意散漫 -0.32 *** 5.45 1.94 0.70

積極的摂取行動 6.80 2.07 0.79
***：ｐ＜0.001

―

―

―
―

食への興味関心 共食歓楽 食事時の注意散漫 積極的摂取行動

項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 共通性

　食事を通じて家族の絆を深めたい 0.84 0.11 -0.15 -0.03 0.08 0.73

　食卓は，集まる人の心が癒される場である 0.84 -0.02 0.02 0.01 -0.07 0.67

　食事の時間を大切にしたい 0.82 0.00 0.03 -0.06 0.05 0.69

　食卓は子どもの心を育てる場だと考える 0.63 -0.08 0.22 0.10 -0.04 0.58

　食事時に子どもと会話がはずむように心がけている 0.36 0.10 0.14 0.05 0.05 0.34

　料理をするのは楽しい 0.06 0.93 -0.11 -0.16 0.00 0.66

　料理をすることに自信がある 0.04 0.88 -0.07 -0.03 -0.14 0.58

　子どもの誕生日には腕によりをかけて料理をしたい 0.04 0.65 -0.07 0.08 0.04 0.49

　旬の食材を使いで季節感を楽しむ -0.02 0.51 0.13 0.05 0.12 0.51

　季節の行事・節句を食事に取り入れている -0.15 0.48 0.13 0.28 -0.03 0.47

　我が家の味というものを大切にしたい 0.27 0.41 0.06 0.11 -0.04 0.46

　子どもと一緒に買物に行くことは、多くの学習機会であり有効だ 0.13 -0.06 0.62 -0.02 -0.11 0.34

　子どもと一緒に料理する -0.16 0.29 0.61 -0.14 -0.02 0.45

　食事づくりや準備に子どもを参加させることは必要 0.00 -0.05 0.60 0.01 -0.04 0.23

　子どもに「いただきます・ご馳走様」の意味を伝える 0.18 0.00 0.48 -0.04 0.00 0.33

　子どもに食品の栄養価について話す 0.04 -0.08 0.45 0.09 0.08 0.28

　子どもによくかんで食べるように促す 0.05 -0.14 0.44 0.06 0.05 0.21

　子どもに色々な食材にふれさせている -0.09 0.25 0.44 -0.09 0.15 0.43

　食事に器は大切 0.07 -0.05 0.04 0.83 -0.11 0.65

　おいしさには料理の盛り付けや彩りなどは影響する -0.03 -0.01 -0.08 0.83 0.08 0.66

　食卓が楽しくなるような料理の盛り付けなどは影響する -0.02 0.26 0.07 0.37 0.19 0.55

　子どもの嫌いな食材は調理を工夫する 0.00 -0.06 -0.06 0.05 0.86 0.68

　子どもの好き嫌いを減らすように工夫する 0.04 0.00 0.04 -0.08 0.84 0.71

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

Ⅰ ― 0.47 0.52 0.55 0.47

Ⅱ ― 0.66 0.56 0.66

Ⅲ ― 0.57 0.62

Ⅳ ― 0.62

Ⅴ ―
因子寄与 7.98 1.55 0.87 0.76 0.58

寄与率 34.67 6.74 3.79 3.32 2.52

平均得点 ＳＤ α係数

家族の団欒尊重 0.52 *** 0.51 *** 0.53 *** 0.46 *** 20.90 2.99 0.86

家族の食への配慮 0.59 *** 0.59 *** 0.55 *** 23.20 4.05 0.85

子どもに対する食教育推進 0.50 *** 0.50 *** 27.11 3.90 0.74

食事提供の工夫 0.44 *** 11.68 2.08 0.79

子どもの偏食に対する工夫 7.87 1.47 0.81

家族の団欒尊重 家族の食への配慮
子どもに対する
食教育推進

食事提供の工夫

―

―

―

***：ｐ＜0.001

子どもの偏食に
対する工夫

―
―
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図２　幼児の野菜生長クイズ正答得点の分布
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図２ 幼児の野菜生長クイズ正答得点の分布 
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Ⅲ　結　果

１．幼児の野菜正答得点と幼児及び保護者の食に関わる態度との相互関連性

　幼児自身が回答した野菜生長認識の正答得点と保護者評価による幼児と保護者の「食に関わ

る態度」尺度との関連性について検討する。

　表５に示す通り，正答得点と幼児の食に関わる態度尺度では，①「食への興味・関心」因子

のみに有意差（r＝0.14　p＜0.01）が認められた。すなわち，野菜の生長認識の高い幼児は

「日頃の生活の中で，野菜に興味・関心を持っている」や「健康と食べ物に関心がある」「食材

や料理する人に関心がある」といった，食に関わることへの興味・関心が高いことが明らかに

なった。また，他の因子においては有意差が認められず，相関係数も低い値を示した。

　一方，保護者の食に関わる態度尺度では，①③④は１％水準（① r＝0.11③ r＝0.21④ r＝

0.20　p＜0.01），②⑤は５％水準（② r＝0.16　r＝0.11　p＜0.05）とすべての因子に有意差が

認められた。このことから，幼児の野菜成長認識の高さは，保護者の食卓を通しての家族への

関わりを大切にすることや，子どもへの食教育の充実，食事提供の工夫といった行動や意識の

高さと相互に結びついていることが明確になった。中でも保護者の食に関わる態度のうち③

「子どもに対する食教育推進」④「食事提供の工夫」の関連性が他の因子より強い相関である

という結果となった。

２．幼児及び保護者の食に関わる態度との相互関連性

　因子分析より得た，保護者評価による幼児の食に関わる態度尺度及び保護者の食に関わる態

度尺度を各下位尺度間で関連性を検討した結果，すべての下位尺度間で有意な相互関連性が認

められた（表６）。

　特に，幼児の食に関わる態度「食への興味・関心」因子と保護者の「食に関わる態度」すべ

ての因子において，比較的強い関連性があることが確認された。また，保護者の食に関わる態

表５　正答得点と幼児及び保護者の食に関わる態度との相互関連性
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度の因子のなかでも「子どもに対する食教育推進」と幼児の「食に関わる態度」尺度のすべて

の因子においても同様の結果となった。すなわち，食に関わる態度が高い保護者に養育された

幼児は「食への興味・関心」が高いこと，また，「子どもに対する食教育推進」が高い保護者

に養育された幼児は「食に関わる態度」が高い結果となった。

Ⅳ　考　察

　以上の結果より，幼児の野菜生長認識は，幼児自身が「食への興味・関心」因子が高いほ

ど，認識が高いことが明らかとなった。このことから，幼児自身の「食への興味・関心」を高

めるためには，幼児の発育発達に沿った体験重視９）を主とした日頃からの食物や体について

の探究心を抱かせ，食事の準備や片付けの習慣化ができるような環境設定を行うことが必要で

あると考える。保育現場においては，野菜の生長認識の知識の教授を行うことに留まらず，野

菜栽培やクッキングといった実体験を取り入れた食育活動が幼児の「食への興味・関心」につ

ながると考える。また，保護者の「食に関わる態度」のすべてが幼児の野菜生長認識との関連

が明らかになったことから，保護者の家庭における食の在り方，食に対する意識や行動が幼児

の野菜生長認識と関連があることがわかった。このことを踏まえ，保育現場での保護者向けの

食育活動は，食に関わる態度が低い家庭に対しては，幼児との食を通しての関わりの重要性や

保護者自身の食に関わる意識や行動の向上に努めることができるような啓発や支援が重要な視

点であると考える。

　そして，なかでも，幼児の「食への興味・関心」と保護者の「食に関わる態度」，また，幼

児の「食に関わる態度」と保護者の「子どもに対する食教育推進」が比較的強い関連性が明ら

かになった。このことから，保育現場においては，幼児の「食への興味・関心」を高めるため

には保護者の食に関わる態度が向上する食育活動を行う必要がある。具体的な保育現場におい

ての食育活動は幼児のみではなく保護者と一緒にクッキングや野菜栽培を行うことにより，幼

表６　幼児と保護者の食に関わる態度尺度間の相互関連性

食への
興味関心

0.35 *** 0.38 *** 0.53 *** 0.38 *** 0.38 ***

共食歓楽 0.38 *** 0.29 *** 0.36 *** 0.25 *** 0.24 ***

食事時の
注意散漫

-0.19 *** -0.19 *** -0.24 *** -0.17 ** -0.20 ***

積極的
摂取行動

0.26 *** 0.25 *** 0.37 *** 0.23 *** 0.29 ***

子どもの偏食に
対する工夫

保護者

幼
児

**：p＜0.01　　***：p＜0.001

家族の
団欒尊重

家族の
食への配慮

子どもに対する
食教育推進

食事提供の
工夫

表６ 幼児と保護者の食に関わる態度尺度間の相互関連性 
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児と保護者が食に対する共通の思いをもち，それを家庭に持ち帰ることでより発展することで

きる。また，保育現場での食育活動を知ることは，保護者が子どもに対して食教育の方法を知

ることにつながり，幼児の「食に関わる態度」を高めることにつながると考える。すなわち，

幼児のみの食育活動ではなく，保護者と共に食育活動を行い，保護者自身の食に対する態度の

向上につなげる必要性が示唆された。

Ⅴ　まとめ

　これまでの研究動向は，保護者評価間による関連性検討が主流であったが，本研究は幼児自

身の回答データを基準として展開した。その結果，幼児の野菜生長認識と幼児の食に関わる態

度の下位尺度である「食への興味・関心」及び，保護者の「食に関わる態度」（全因子）に有

意な関連性が認められた。このことから，保護者の食に関わる養育態度が幼児に及ぼす影響が

あることを実証的に捉えることができた。

　今回の結果で特徴的な点として，幼児の「食への興味・関心」と保護者の「食に関わる態

度」因子すべてに関連性が認められたことから，今後の保育現場での幼児の食育を考える際

は，幼児のみの食育展開ではなく，保護者を巻き込み，保護者自身の食に対する態度の向上に

つなげる必要性が示唆された。しかし，保育現場において，食育活動は広義にわたり様々な活

動が行われているのが現状である。本研究結果でもあるように，幼児の野菜生長認識と食事の

共食歓楽とは関連性がないことなどこれらを考慮し，食育活動は食に関わることに対し，幼児

になってほしい姿，すなわち目的を示し，計画的な活動内容を考えることが必要であろう。

　本研究は幼児自身が容易に回答出来る図案（10項目）を用い，野菜生長認識を基調に分析を

行った。しかし，幼児の住居環境や生活環境，保育現場での栽培活動の差異について詳細な分

析を行っていないため，幼児の回答に偏りがあることが考えられる。このことは，今後の研究

課題とし研究を継続することとする。
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